
























































すといった反応を示すことは今日ではできなくなっている。しかし同時に、「あるべき身体像」や「本来的な人間性」の奪回を目論んで、技術を単純に精神文化に対する挑戦と位置づけるような技術決定論もまた、科学技術に依存した現代社会の実状を正篠に理解したものとはいえないだろうす百科学技術の発展が未来 作るといった類の楽観 ゃ 先端的な の介入が人間性を脅かすといった類の悲観論からは、生活世界における人間の実践という側面がそっくり抜け落ちてしまうからだ。そのためこうした議論においては、ずれにしろ身体は、科学技術が作り出す言説によって構築されるという道筋から逃れることができない。私たちの生活が科学技術に強く依存している現状を冷静に受け入れながらも、さまざまな形で生じている身体への技術的介入や身体の人為的な利用に関して それを「部品」や
といった機械のメタファーだけで安易に理解
してしまわな 視座が必要である。本論では、身体像の著しい変-吏が迫られている現代社会において、身体の社会的意味に関わ 科学技術、制度、人閣の実践に着目し、その分析を通じ 身体認識の複合的なあり方を考察する。本論で取り上げる科学技術とは臓器移植藍療の技術 り、制度 は臓器移
























舎一回目)を、交換を意関された全 のものに当てはま 総称として用いている。ところが「商品」 いう訳語には貨幣経済において交換の対象とな 物品というニュアンスがあるため、身体を断りなく商品と呼ぶこ は正確さを欠くことになる。しかし 本論ではあくまで交換のダイナミズムに焦点 当てるために、
アパデュライが用い
た意味において「モノ」や「酪品」という用語を使用する。それは、流通の対象となる身体に焦点を当てる限りにおいて、身体をモノとして考えざるを得 という立場 とるこ を意味する。だが、こうした認識はもちろん、身体がそノに過ぎない こと 主張るものではない。現代社会における人間の身体の一つの局面としモノと考えざるを得ない社会的状況があること 指してこの用いる
30
以下の節では、匿名性の原則が要請される社会的条件を提示した




































































































































































































































意味を与えられており、そのそれぞれは決して一元的な社会構造に還元され わけではない。脱コンテクスト化はその つの領域であるに過ぎないの 。三つの領域とは、(一)臓器 提供に際して、
ドナーが提供を動









代的な身体観によって成り立っていることはこれまで もたびたび指撤されてきた。時にはこの近代田洋由来の発想に嫌悪感を抱き、日本人に特殊 を対峠させて、あるべき身体の秩序を回復させようという試みも行われてきた。しかし、前節で論じたように、身体が部品のよ に扱われることだけをとりだして、
それ自体が










































































































































































































































































おいては疾患、年齢などが重要 基準となっている。ま 、レシピエントの選択基準は、適合基準(〉∞O式血液型、体ヰ抱 、サイズ、前感染作抗体、円リ玄〈抗体 宮、〉型)、優先順位(虚血許筏時間、医学的緊急度、〉∞O式血液納品 待機期間)、ネットワーク ブロックによって決められている。
(HU
〉匿名の原別に従っておこなわれる交換は、誰と誰の間で交換が成






































変の過程で山出合ったレシピエントの諮りであ が 倒人を特定できる情報は削除せざるを得ない。誠資 協力いただいたレシピエントの方々に感謝します。
(M)
レシピエントが移植された磁擦に名前をつけるという行為は、アメリカにおける事例でも報告され いる。
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Parts Unknown: Undercover Ethnography of the Organs嶋Trafficking
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 2002 Familiar and Foreign Bodies: A
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Anonymous Exchange System and Reconstruction of the Body 
Y AMAZAKI Goro 
In discourse, purpo此ing to explain organ transpl印刷ion， there are two major positions, conceming 
recognition of the body. One position is "technological determinismぺ which emphasizes partiality or 
commodification of the body. The other is "culturalism", which lays emphasis on cultural meaning 
of the body. 
In this article 1 discuss recognition of the body in organ transplantation in terms of what 1 cal 
"system of anonymity". Also, 1 examine how recipients actually interpret their received organs in 
their Iife-world. 
By focusing on th巴 system and recipient's narratives, 1 ilustrate the new symbolic order that 
巴volves after transplantation and encompasses in a certain way (1) the body of the recipient, (2) 
the received organs, and (3) anonymous relationship with the donor family. 1 show that by grasping 
this order it is possible to understand the process of reconstructing the body, grounded in everyday 
practice of the recipients in their lifeωworld. 
The recognition of the body in organ transplantation cannnot be explained 合om neither 
technological nor cultural viewpoint. 1 concIude that it depends in good part on the system of 
anonimity and recipient's practice of everyday life. 
Key Words 
organ transplantation, anonymity, practice of everyday Iife, exchange, technological determinism 
275 一一匿名の交換と身体の再燐築
